近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月２９日（月）
晴れ
	報告者
	兵庫県社協：鬼城
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	　

	 ※　　　はリーダー

北尾、徳岡、遠城、丸山、長谷部、竹内、鬼城


	（主な日程）
	8:30朝礼、本日の活動説明
9:00 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ボランティア送り出し
・ニーズ受付
・現地調査等
16:00災害VC運営に係る打ち合わせ（今後の運営に関する課題整理、対応等）
17:30 災害VCレイアウト変更
19:00 活動終了


	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査、送迎・軽トラで運搬にかかる車両管理等を行った。

〇VCの状況（対応13件　完了11件）
・オリエンテーション・マッチングの場所が狭いため、今後のボランティア受入数拡大にむけて、2階の広い講堂に移動させることにあわせて資材置き場などレイアウトを大幅に変更した。ボランティアが移動する導線確立した。
・災害VCスタッフがボランティアに良い印象を持ってもらい、再度ボランティア活動に参加してもらうため、スタッフはボランティアの出迎え、見送りを必ず行うこととした。
・本日、軽トラックのバッテリーが上がってしまい、使用できない状況になった。軽トラックの台数が数ない中で使用できないことは活動に大きな影響を及ぼすことから、朝と夕方にエンジンが動くかの確認を必ず行うこととした。
・技術が必要なボランティア活動については、それぞれの分野で知識のあるJC応援職員がボランティアにレクチャーし、活動を進めていくことについて提案があり、検討することとした。

〇資材の購入等について
・県庁の許可を経て購入する必要があるため、事前に想定できる必要物品については、予めリリストアップしておき、幹事県である兵庫県社協応援職員が取りまとめ、七尾市社協職員に依頼することになった。

〇第2クールへの引継ぎ
・昨日、1クールと2クールの応援職員で協議の上、2クールの各応援職員の役割を決め、本日、それぞれ引継ぎを行った。


	今後の主な予定
	・本日も集積場の待ち時間が2時間程度となり、軽トラックを効率よく動かすことができなかった。ついては、JCからの提案もあり、災害ボランティアのトラックについては優先的に災害ゴミの荷下ろしができるよう、社協から市に対して調整してもらうことになった。
・今後、活動件数を増やすためには送迎車、軽トラックの車両の台数を増やす必要があることから、JCネットワークを活用し増台に向けて調整することになった。併せて、現在JCが費用負担している車両及び、今後増台分の車両費用について、県が負担してもらえるよう市と調整する。

	調整課題・所感等
	・被災者からのニーズ受付が昨日に引き続き50件を超えるなど、活動件数を上回る状況であることから、今後、軽トラックを効率よく動かし、活動件数を増やせるように集積所の問題を解決することが重要である。本日、地元社協に対して市に対して調整いただけるよう依頼した。
・地元社協職員は発災後休むことなく業務にあたっているため、かなり疲労が溜まっている。応援職員が遅くまで災害VCに残って業務をしていると地元社協職員が退勤できないため、翌日にできる業務は後に回すなど地元職員を配慮することも考えなければならない。


	その他
	なし。



